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【発行日】令和2年7月2日(2020.7.2)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月19日(2020.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免疫療法ベース系であって、
　（ｉ）ｇａｇ、ｐｏｌおよびｒｅｖ遺伝子のそれぞれに由来する機能的タンパク質を発
現するためのＤＮＡ配列を含む少なくとも１つのヘルパープラスミド、
　（ｉｉ）標的細胞に感染することができるエンベロープタンパク質を発現するためのＤ
ＮＡ配列を含むエンベローププラスミド、ならびに
　（ｉｉｉ）治療ベクターであって、
　　発現される場合、ファルネシル二リン酸シンターゼの産生を阻害する少なくとも１つ
のコードされたｓｈＲＮＡ、または
　　発現される場合、ファルネシル二リン酸シンターゼの産生を阻害する少なくとも１つ
のコードされたマイクロＲＮＡ
を含む、治療ベクター
を含む、免疫療法ベース系。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのヘルパープラスミドが第１および第２のヘルパープラスミドを含
み、前記第１のヘルパープラスミドがｇａｇおよびｐｏｌ遺伝子に由来するそのようなタ
ンパク質を発現するためのＤＮＡ配列を含み、前記第２のヘルパープラスミドがｒｅｖ遺
伝子に由来するそのようなタンパク質を発現するＤＮＡ配列を含む、請求項１に記載の免
疫療法ベース系。
【請求項３】
　前記標的細胞が、癌腫、白血病、リンパ腫、肉腫、骨髄腫、中皮腫、混合型およびそれ
らの組合せのうちの１つまたは複数から選択されるがん中に存在するがん細胞を含む、請
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求項１に記載の免疫療法ベース系。
【請求項４】
　アミノビスホスホネート薬物をさらに含む、請求項1に記載の免疫療法ベース系。
【請求項５】
　前記アミノビスホスホネート薬物がゾレドロン酸を含む、請求項４に記載の免疫療法ベ
ース系。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡが、配列番号１、配列番号２、配列番号
３もしくは配列番号４と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含むか、または前記少
なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡが配列番号５、配列番号６、配列番号７、配
列番号８、配列番号９もしくは配列番号１０と少なくとも８０％の同一性を有する配列を
含む、請求項１に記載の免疫療法ベース系。
【請求項７】
　がんの処置を必要とする対象において、がんの処置をするための免疫療法ベースの組成
物であって、前記免疫療法ベースの組成物が、以下
　（ｉ）ｇａｇ、ｐｏｌおよびｒｅｖ遺伝子のそれぞれに由来する機能的タンパク質を発
現するためのＤＮＡ配列を含む少なくとも１つのヘルパープラスミド、
　（ｉｉ）標的細胞に感染することができるエンベロープタンパク質を発現するためのＤ
ＮＡ配列を含むエンベローププラスミド、ならびに
　（ｉｉｉ）治療ベクターであって、
　　発現される場合、ファルネシル二リン酸シンターゼ（ＦＤＰＳ）の産生を阻害する少
なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡ、または
　　発現される場合、ファルネシル二リン酸シンターゼ（ＦＤＰＳ）の産生を阻害する少
なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡ
を含む、治療ベクター
を含む免疫療法ベースのウイルス送達系から得られる、組成物。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのヘルパープラスミドが第１および第２のヘルパープラスミドを含
み、前記第１のヘルパープラスミドがｇａｇおよびｐｏｌ遺伝子に由来するそのようなタ
ンパク質を発現するためのＤＮＡ配列を含み、前記第２のヘルパープラスミドがｒｅｖ遺
伝子に由来するそのようなタンパク質を発現するＤＮＡ配列を含む、請求項７に記載の免
疫療法ベースの組成物。
【請求項９】
　前記対象に前記免疫療法ベースへの組成物の投与前に、免疫療法ベースのウイルス送達
系がパッケージング細胞中へとトランスフェクトされる、請求項７に記載の免疫療法ベー
スの組成物。
【請求項１０】
　免疫療法ベースのウイルス送達系のトランスフェクションの後に、前記パッケージング
細胞が前記免疫療法ベースの組成物を産生する、請求項９に記載の免疫療法ベースの組成
物。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡが、配列番号１、配列番号２、配列番号
３もしくは配列番号４と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含むか、または前記少
なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡが配列番号５、配列番号６、配列番号７、配
列番号８、配列番号９もしくは配列番号１０と少なくとも８０％の同一性を有する配列を
含む、請求項７に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項１２】
　前記標的細胞ががん細胞を含む、請求項７に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項１３】
　前記免疫療法ベースの組成物の前記がん細胞への感染の後に、前記がん細胞は前記対象
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中にあるガンマデルタT細胞を活性化することができる、請求項１２に記載の免疫療法ベ
ースの組成物。
【請求項１４】
　アミノビスホスホネート薬物が、免疫療法ベースの組成物と組み合わせて前記対象に投
与されることを特徴とする、請求項７に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項１５】
　前記アミノビスホスホネート薬物が、前記免疫療法ベースの組成物とは別個に前記対象
に投与される、請求項１４に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項１６】
　前記アミノビスホスホネート薬物が、前記免疫療法ベースの組成物と一緒に前記対象に
投与される、請求項１４に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項１７】
　がんの処置を必要とする対象において、がんの処置をする方法において使用するための
免疫療法ベースの組成物であって、前記方法は、
　（ａ）免疫療法ベースのウイルス送達系であって、
　（ｉ）ｇａｇ、ｐｏｌおよびｒｅｖ遺伝子のそれぞれに由来する機能的タンパク質を発
現するためのＤＮＡ配列を含む少なくとも１つのヘルパープラスミド、
　（ｉｉ）標的細胞に感染することができるエンベロープタンパク質を発現するためのＤ
ＮＡ配列を含むエンベローププラスミド、ならびに
　（ｉｉｉ）治療ベクターであって、
　　発現される場合、ファルネシル二リン酸シンターゼ（ＦＤＰＳ）の産生を阻害する少
なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡ、または
　　発現される場合、ファルネシル二リン酸シンターゼ（ＦＤＰＳ）の産生を阻害する少
なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡ
を含む、治療ベクター
を含む免疫療法ベースのウイルス送達系を得ることもしくは得たこと
　（ｂ）前記免疫療法ベースの組成物を産生するために、前記ウイルス送達系をパッケー
ジング細胞へとトランスフェクトすることもしくはトランスフェクトしたこと、ならびに
　（ｃ）治療有効量の前記免疫療法ベースの組成物を、前記対象に投与することもしくは
投与したこと
を含む、組成物。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのヘルパープラスミドが第１および第２のヘルパープラスミドを含
み、前記第１のヘルパープラスミドがｇａｇおよびｐｏｌ遺伝子に由来するそのようなタ
ンパク質を発現するためのＤＮＡ配列を含み、前記第２のヘルパープラスミドがｒｅｖ遺
伝子に由来するそのようなタンパク質を発現するＤＮＡ配列を含む、請求項１７に記載の
免疫療法ベースの組成物。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡが、配列番号１、配列番号２、配列番号
３もしくは配列番号４と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含むか、または前記少
なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡが配列番号５、配列番号６、配列番号７、配
列番号８、配列番号９もしくは配列番号１０と少なくとも８０％の同一性を有する配列を
含む、請求項１７に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項２０】
　前記方法が、治療有効量のアミノビスホスホネート薬物を前記対象へ投与することをさ
らに含む、請求項１７に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項２１】
　前記アミノビスホスホネート薬物が、前記免疫療法ベースの組成物とは別個に前記対象
に投与される、請求項２０に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項２２】
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　前記アミノビスホスホネート薬物が、前記免疫療法ベースの組成物と一緒に前記対象に
投与される、請求項２０に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項２３】
　メバロン酸経路に関連する状態を処置するためのウイルスベクターを含む組成物であっ
て、前記ウイルスベクターは、
　ａ．前記メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコード
されたｓｈＲＮＡであって、
　　ｉ．ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴ
ＧＴＡＣＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ　（配列番号１）；
　　ｉｉ．ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧ
ＡＡＣＧＡＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号２）；
　　ｉｉｉ．ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴ
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号３）；もしくは
　　ｉｖ．ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣ
ＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号４）
と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたｓｈＲ
ＮＡまたは
　ｂ．前記メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコード
されたマイクロＲＮＡであって、
　　ｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ
（配列番号５）；
　　ｉｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ（
配列番号６）；
　　ｉｉｉ．ＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴ
ＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧ
ＴＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡ（配列番号７）；
　　ｉｖ．ＣＣＴＧＧＡＧＧＣＴＴＧＣＴＧＡＡＧＧＣＴＧＴＡＴＧＣＴＧＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＧＧＣＣＡＣＴＧＡＣＴＧＡＧＣＡＧＡＡＧＧ
ＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＡＧＧＡＣＡＣＡＡＧＧＣＣＴＧＴＴＡＣＴＡＧＣＡＣＴＣＡ
（配列番号８）；
　　ｖ．ＣＡＴＣＴＣＣＡＴＧＧＣＴＧＴＡＣＣＡＣＣＴＴＧＴＣＧＧＧＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＣＴＧＴＴＧＡＡＴＣＴＣＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＧＡＣＡＴＴＴＴＧＧＴＡＴＣＴＴＴＣＡＴＣＴＧＡＣＣＡ（配
列番号９）；もしくは
　　ｖｉ．ＧＧＧＣＣＴＧＧＣＴＣＧＡＧＣＡＧＧＧＧＧＣＧＡＧＧＧＡＴＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＧＧＴＣＣＣＣＴＣＣＣＣＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＣＴＴＣＣＣＴＣＣＣＡＡＴＧＡＣＣＧＣＧＴＣＴＴＣＧＴＣＧ（
配列番号１０）
と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたマイク
ロＲＮＡ
を含む、組成物。
【請求項２４】
　ａ．前記少なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡが、
　　ｉ．ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴ
ＧＴＡＣＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ　（配列番号１）；
　　ｉｉ．ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧ
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ＡＡＣＧＡＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号２）；
　　ｉｉｉ．ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴ
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号３）；もしくは
　　ｉｖ．ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣ
ＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号４）
と少なくとも８５％の同一性を有する配列を含むか、または
　ｂ．前記少なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡが、
　　ｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ
（配列番号５）；
　　ｉｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ（
配列番号６）；
　　ｉｉｉ．ＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴ
ＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧ
ＴＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡ（配列番号７）；
　　ｉｖ．ＣＣＴＧＧＡＧＧＣＴＴＧＣＴＧＡＡＧＧＣＴＧＴＡＴＧＣＴＧＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＧＧＣＣＡＣＴＧＡＣＴＧＡＧＣＡＧＡＡＧＧ
ＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＡＧＧＡＣＡＣＡＡＧＧＣＣＴＧＴＴＡＣＴＡＧＣＡＣＴＣＡ
（配列番号８）；
　　ｖ．ＣＡＴＣＴＣＣＡＴＧＧＣＴＧＴＡＣＣＡＣＣＴＴＧＴＣＧＧＧＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＣＴＧＴＴＧＡＡＴＣＴＣＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＧＡＣＡＴＴＴＴＧＧＴＡＴＣＴＴＴＣＡＴＣＴＧＡＣＣＡ（配
列番号９）；もしくは
　　ｖｉ．ＧＧＧＣＣＴＧＧＣＴＣＧＡＧＣＡＧＧＧＧＧＣＧＡＧＧＧＡＴＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＧＧＴＣＣＣＣＴＣＣＣＣＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＣＴＴＣＣＣＴＣＣＣＡＡＴＧＡＣＣＧＣＧＴＣＴＴＣＧＴＣＧ（
配列番号１０）
と少なくとも８５％の同一性を有する配列を含む、
請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記酵素はファルネシル二リン酸シンターゼ（ＦＤＰＳ）である、請求項２３に記載の
組成物。
【請求項２６】
　前記ウイルスベクターが、レンチウイルスベクターまたはアデノ随伴ウイルスベクター
である、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記ウイルスベクターが、レンチウイルスベクターである、請求項２６に記載の組成物
。
【請求項２８】
　パッケージング細胞により産生され、標的細胞に感染することができるレンチウイルス
粒子であって、前記レンチウイルス粒子は標的細胞に感染することができるエンベロープ
タンパク質および
　ａ．メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコードされ
たｓｈＲＮＡであって、
　　ｉ．ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴ
ＧＴＡＣＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ　（配列番号１）；
　　ｉｉ．ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧ
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ＡＡＣＧＡＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号２）；
　　ｉｉｉ．ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴ
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号３）；もしくは
　　ｉｖ．ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣ
ＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号４）
と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたｓｈＲ
ＮＡまたは
　ｂ．メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコードされ
たマイクロＲＮＡであって、
　　ｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ
（配列番号５）；
　　ｉｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ（
配列番号６）；
　　ｉｉｉ．ＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴ
ＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧ
ＴＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡ（配列番号７）；
　　ｉｖ．ＣＣＴＧＧＡＧＧＣＴＴＧＣＴＧＡＡＧＧＣＴＧＴＡＴＧＣＴＧＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＧＧＣＣＡＣＴＧＡＣＴＧＡＧＣＡＧＡＡＧＧ
ＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＡＧＧＡＣＡＣＡＡＧＧＣＣＴＧＴＴＡＣＴＡＧＣＡＣＴＣＡ
（配列番号８）；
　　ｖ．ＣＡＴＣＴＣＣＡＴＧＧＣＴＧＴＡＣＣＡＣＣＴＴＧＴＣＧＧＧＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＣＴＧＴＴＧＡＡＴＣＴＣＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＧＡＣＡＴＴＴＴＧＧＴＡＴＣＴＴＴＣＡＴＣＴＧＡＣＣＡ（配
列番号９）；もしくは
　　ｖｉ．ＧＧＧＣＣＴＧＧＣＴＣＧＡＧＣＡＧＧＧＧＧＣＧＡＧＧＧＡＴＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＧＧＴＣＣＣＣＴＣＣＣＣＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＣＴＴＣＣＣＴＣＣＣＡＡＴＧＡＣＣＧＣＧＴＣＴＴＣＧＴＣＧ（
配列番号１０）
と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたマイク
ロＲＮＡ
を含む、レンチウイルス粒子。
【請求項２９】
　ａ．前記少なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡが、
　　ｉ．ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴ
ＧＴＡＣＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ　（配列番号１）；
　　ｉｉ．ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧ
ＡＡＣＧＡＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号２）；
　　ｉｉｉ．ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴ
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号３）；もしくは
　　ｉｖ．ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣ
ＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号４）
と少なくとも８５％の同一性を有する配列を含むか、または
　ｂ．前記少なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡが、
　　ｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ
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（配列番号５）；
　　ｉｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ（
配列番号６）；
　　ｉｉｉ．ＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴ
ＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧ
ＴＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡ（配列番号７）；
　　ｉｖ．ＣＣＴＧＧＡＧＧＣＴＴＧＣＴＧＡＡＧＧＣＴＧＴＡＴＧＣＴＧＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＧＧＣＣＡＣＴＧＡＣＴＧＡＧＣＡＧＡＡＧＧ
ＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＡＧＧＡＣＡＣＡＡＧＧＣＣＴＧＴＴＡＣＴＡＧＣＡＣＴＣＡ
（配列番号８）；
　　ｖ．ＣＡＴＣＴＣＣＡＴＧＧＣＴＧＴＡＣＣＡＣＣＴＴＧＴＣＧＧＧＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＣＴＧＴＴＧＡＡＴＣＴＣＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＧＡＣＡＴＴＴＴＧＧＴＡＴＣＴＴＴＣＡＴＣＴＧＡＣＣＡ（配
列番号９）；もしくは
　　ｖｉ．ＧＧＧＣＣＴＧＧＣＴＣＧＡＧＣＡＧＧＧＧＧＣＧＡＧＧＧＡＴＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＧＧＴＣＣＣＣＴＣＣＣＣＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＣＴＴＣＣＣＴＣＣＣＡＡＴＧＡＣＣＧＣＧＴＣＴＴＣＧＴＣＧ（
配列番号１０）
と少なくとも８５％の同一性を有する配列を含む、
請求項２８に記載のレンチウイルス粒子。
【請求項３０】
　前記エンベロープタンパク質が、前記標的細胞のエンドサイトーシス区画を標的化する
、請求項２８に記載のレンチウイルス粒子。
【請求項３１】
　前記標的細胞は、癌腫、白血病、リンパ腫、肉腫、骨髄腫、中皮腫、混合型およびそれ
らの組合せのうちの１つまたは複数から選択されるがん細胞に存在する１つまたは複数の
がん細胞である、請求項２８に記載のレンチウイルス粒子。
【請求項３２】
　前記標的細胞は肝細胞癌に存在する１つまたは複数のがん細胞である、請求項２８に記
載のレンチウイルス粒子。
【請求項３３】
　前記標的細胞は、前記レンチウイルス粒子の感染後、ガンマデルタＴ細胞を活性化する
ことができる、請求項２８に記載のレンチウイルス粒子。
【請求項３４】
　前記酵素はＦＤＰＳである、請求項２８に記載のレンチウイルス粒子。
【請求項３５】
　メバロン酸経路に関連する状態を処置するための薬学的組み合わせ物であって、パッケ
ージング細胞により産生され、標的細胞に感染することができるレンチウイルス粒子を含
み、前記レンチウイルス粒子は標的細胞に感染することができるエンベロープタンパク質
および
　ａ．メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコードされ
たｓｈＲＮＡであって、
　　ｉ．ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴ
ＧＴＡＣＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ　（配列番号１）；
　　ｉｉ．ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧ
ＡＡＣＧＡＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号２）；
　　ｉｉｉ．ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴ
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号３）；もしくは
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　　ｉｖ．ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣ
ＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号４）
と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたｓｈＲ
ＮＡまたは
　ｂ．メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコードされ
たマイクロＲＮＡであって、
　　ｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ
（配列番号５）；
　　ｉｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ（
配列番号６）；
　　ｉｉｉ．ＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴ
ＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧ
ＴＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡ（配列番号７）；
　　ｉｖ．ＣＣＴＧＧＡＧＧＣＴＴＧＣＴＧＡＡＧＧＣＴＧＴＡＴＧＣＴＧＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＧＧＣＣＡＣＴＧＡＣＴＧＡＧＣＡＧＡＡＧＧ
ＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＡＧＧＡＣＡＣＡＡＧＧＣＣＴＧＴＴＡＣＴＡＧＣＡＣＴＣＡ
（配列番号８）；
　　ｖ．ＣＡＴＣＴＣＣＡＴＧＧＣＴＧＴＡＣＣＡＣＣＴＴＧＴＣＧＧＧＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＣＴＧＴＴＧＡＡＴＣＴＣＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＧＡＣＡＴＴＴＴＧＧＴＡＴＣＴＴＴＣＡＴＣＴＧＡＣＣＡ（配
列番号９）；もしくは
　　ｖｉ．ＧＧＧＣＣＴＧＧＣＴＣＧＡＧＣＡＧＧＧＧＧＣＧＡＧＧＧＡＴＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＧＧＴＣＣＣＣＴＣＣＣＣＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＣＴＴＣＣＣＴＣＣＣＡＡＴＧＡＣＣＧＣＧＴＣＴＴＣＧＴＣＧ（
配列番号１０）
と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたマイク
ロＲＮＡ、および
　ｃ．別個または一緒に、アミノビスホスホネート薬物
を含む、薬学的組み合わせ物。
【請求項３６】
　ａ．前記少なくとも１つのコードされたｓｈＲＮＡが、
　　ｉ．ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴ
ＧＴＡＣＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ　（配列番号１）；
　　ｉｉ．ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧ
ＡＡＣＧＡＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号２）；
　　ｉｉｉ．ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴ
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号３）；もしくは
　　ｉｖ．ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣ
ＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号４）
と少なくとも８５％の同一性を有する配列を含むか、または
　ｂ．前記少なくとも１つのコードされたマイクロＲＮＡが、
　　ｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ
（配列番号５）；
　　ｉｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣ
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ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ（
配列番号６）；
　　ｉｉｉ．ＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴ
ＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧ
ＴＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡ（配列番号７）；
　　ｉｖ．ＣＣＴＧＧＡＧＧＣＴＴＧＣＴＧＡＡＧＧＣＴＧＴＡＴＧＣＴＧＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＧＧＣＣＡＣＴＧＡＣＴＧＡＧＣＡＧＡＡＧＧ
ＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＡＧＧＡＣＡＣＡＡＧＧＣＣＴＧＴＴＡＣＴＡＧＣＡＣＴＣＡ
（配列番号８）；
　　ｖ．ＣＡＴＣＴＣＣＡＴＧＧＣＴＧＴＡＣＣＡＣＣＴＴＧＴＣＧＧＧＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＣＴＧＴＴＧＡＡＴＣＴＣＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＧＡＣＡＴＴＴＴＧＧＴＡＴＣＴＴＴＣＡＴＣＴＧＡＣＣＡ（配
列番号９）；もしくは
　　ｖｉ．ＧＧＧＣＣＴＧＧＣＴＣＧＡＧＣＡＧＧＧＧＧＣＧＡＧＧＧＡＴＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＧＧＴＣＣＣＣＴＣＣＣＣＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＣＴＴＣＣＣＴＣＣＣＡＡＴＧＡＣＣＧＣＧＴＣＴＴＣＧＴＣＧ（
配列番号１０）
と少なくとも８５％の同一性を有する配列を含む、
請求項３５に記載の薬学的組み合わせ物。
【請求項３７】
　前記アミノビスホスホネート薬物がゾレドロン酸を含む、請求項３５に記載の薬学的組
み合わせ物。
【請求項３８】
　前記標的細胞は、癌腫、白血病、リンパ腫、肉腫、骨髄腫、中皮腫、混合型およびそれ
らの組合せのうちの１つまたは複数から選択されるがん細胞に存在する１つまたは複数の
がん細胞である、請求項３５に記載の薬学的組み合わせ物。
【請求項３９】
　前記標的細胞が肝細胞癌に存在する１つまたは複数のがん細胞である、請求項３５に記
載の薬学的組み合わせ物。
【請求項４０】
　前記標的細胞は、前記レンチウイルス粒子の感染後、ガンマデルタＴ細胞を活性化する
ことができる、請求項３５に記載の薬学的組み合わせ物。
【請求項４１】
　前記酵素はＦＤＰＳである、請求項３５に記載の薬学的組み合わせ物。
【請求項４２】
　対象におけるがんを処置するための免疫療法ベースの組成物であって、前記免疫療法ベ
ースの組成物はレンチウイルス粒子を含み、前記レンチウイルス粒子は、
　ａ．１つまたは複数のがん細胞に感染することができるエンベロープタンパク質；およ
び
　ｂ．メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコードされ
たｓｈＲＮＡであって、
　　ｉ．ＧＴＣＣＴＧＧＡＧＴＡＣＡＡＴＧＣＣＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＧＧＣＡＴＴ
ＧＴＡＣＴＣＣＡＧＧＡＣＴＴＴＴＴ　（配列番号１）；
　　ｉｉ．ＧＣＡＧＧＡＴＴＴＣＧＴＴＣＡＧＣＡＣＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＧＴＧＣＴＧ
ＡＡＣＧＡＡＡＴＣＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号２）；
　　ｉｉｉ．ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＡＧＧＡＡＴＴＣＴＣＧＡＧＡＡＴＴＣＣＴ
ＧＣＣＡＴＧＴＡＣＡＴＧＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号３）；もしくは
　　ｉｖ．ＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＣＧＡＧＡＣＴＴＴＣＴＣ
ＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＴ　（配列番号４）
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と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたｓｈＲ
ＮＡまたは
　ｃ．メバロン酸経路の酵素の産生を阻害することができる少なくとも１つのコードされ
たマイクロＲＮＡであって、
　　ｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ
（配列番号５）；
　　ｉｉ．ＡＡＧＧＴＡＴＡＴＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＧＣＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡＣＴＴＣＡＡＧＧＧＧＣＴ（
配列番号６）；
　　ｉｉｉ．ＴＧＣＴＧＴＴＧＡＣＡＧＴＧＡＧＣＧＡＣＴＴＴＣＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴ
ＴＣＴＧＣＧＴＧＡＡＧＣＣＡＣＡＧＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧ
ＴＴＧＣＣＴＡＣＴＧＣＣＴＣＧＧＡ（配列番号７）；
　　ｉｖ．ＣＣＴＧＧＡＧＧＣＴＴＧＣＴＧＡＡＧＧＣＴＧＴＡＴＧＣＴＧＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＴＴＴＧＧＣＣＡＣＴＧＡＣＴＧＡＧＣＡＧＡＡＧＧ
ＧＣＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＡＧＧＡＣＡＣＡＡＧＧＣＣＴＧＴＴＡＣＴＡＧＣＡＣＴＣＡ
（配列番号８）；
　　ｖ．ＣＡＴＣＴＣＣＡＴＧＧＣＴＧＴＡＣＣＡＣＣＴＴＧＴＣＧＧＧＡＣＴＴＴＣＴ
ＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＣＴＧＴＴＧＡＡＴＣＴＣＡＴＧＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧ
ＣＧＡＧＡＡＡＧＴＣＴＧＡＣＡＴＴＴＴＧＧＴＡＴＣＴＴＴＣＡＴＣＴＧＡＣＣＡ（配
列番号９）；もしくは
　　ｖｉ．ＧＧＧＣＣＴＧＧＣＴＣＧＡＧＣＡＧＧＧＧＧＣＧＡＧＧＧＡＴＡＣＴＴＴＣ
ＴＣＡＧＣＣＴＣＣＴＴＣＴＧＣＴＧＧＴＣＣＣＣＴＣＣＣＣＧＣＡＧＡＡＧＧＡＧＧＣ
ＴＧＡＧＡＡＡＧＴＣＣＴＴＣＣＣＴＣＣＣＡＡＴＧＡＣＣＧＣＧＴＣＴＴＣＧＴＣＧ（
配列番号１０）
と少なくとも８０％の同一性を有する配列を含む、少なくとも１つのコードされたマイク
ロＲＮＡ、および
を含む、組成物。
【請求項４３】
　前記１つまたは複数のがん細胞は、癌腫、白血病、リンパ腫、肉腫、骨髄腫、中皮腫、
混合型およびそれらの組合せのうちの１つまたは複数から選択されるがんに存在する、請
求項４２に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項４４】
　前記１つまたは複数の標的細胞が肝細胞癌に存在する、請求項４２に記載の免疫療法ベ
ースの組成物。
【請求項４５】
　前記１つまたは複数の標的細胞が白血病に存在する、請求項４２に記載の免疫療法ベー
スの組成物。
【請求項４６】
　前記免疫療法ベースの組成物の前記がん細胞への感染の後に、前記１つまたは複数のが
ん細胞は前記対象中にあるガンマデルタT細胞を活性化することができる、請求項４２に
記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項４７】
　前記ガンマデルタT細胞を活性化することは、前記ガンマデルタT細胞による、腫瘍壊死
因子（ＴＮＦ）α発現を増加させることを含む、請求項４６に記載の免疫療法ベースの組
成物。
【請求項４８】
　前記メバロン酸経路の酵素がファルネシル二リン酸シンターゼ（ＦＤＰＳ）である、請
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求項４２に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項４９】
　アミノビスホスホネート薬物が、前記免疫療法ベースの組成物と組み合わせて前記対象
に投与されることを特徴とする、請求項４２に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項５０】
　前記アミノビスホスホネート薬物がゾレドロン酸を含む、請求項４９に記載の免疫療法
ベースの組成物。
【請求項５１】
　前記アミノビスホスホネート薬物が、前記免疫療法ベースの組成物とは別個に前記対象
に投与される、請求項４９に記載の免疫療法ベースの組成物。
【請求項５２】
　前記アミノビスホスホネート薬物が、前記免疫療法ベースの組成物と一緒に前記対象に
投与される、請求項４９に記載の免疫療法ベースの組成物。
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